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＊ ＊＊ ＊ ＊
上述した筆者の授業について、高校生が果たして好意的に受け
とめてくれたのかどうか、彼／彼女らの進路選択（大学側からす
れば、志願者の増加）に貢献することができたのかどうか、正確
なところは、全くわからない。この点で、上述の実践は、あくま
でも試行の範囲にとどまっている。今後は、関係者の負担増とな
らない程度に、例えばちょっとしたアンケートのようなシンプル
な形で、授業評価や効果検証の仕組みが整備されてもよいかもし
れない。
ただ授業担当者としては、当日に向けて、それなりに入念な準
備をし、教室では、できるだけ平易な言葉で語りかけるように努
めたつもりである。あくまでも主観的な印象ではあるが、参加者
の反応は、決して悪くないどころか、おおむね良好なものだった。
筆者のささやかな試みによって、たとえほんの何人かでも、教育
学一実態を踏まえて､もう少し詳しく言えば､｢教える」と「学ぶ」
という営みにかかわるペダゴジーとしての教育学(8)－に興味を
持ってくれたのならば、まことにありがたいことであると言うほ
かない。反省すべき点がいくつもあることは、もちろん重々自覚
している。改善策を練った上で、次の機会に臨みたい。
六
五
注
（１）大学教員が高校生に面と向かって語りかける別の機会と
して、出前講義（本学の語法に従えば、デリバリー授業、
或いは出張模擬授業）がある。筆者の活動実績は、次の通
リである。ただし本学に着任した２０１５年度以降は一度も
行っていないため、前任校・宮１時大学在職期間中、それも
最後の３年間のうちに、公式ルートを通じて依頼があり、
リ|き受けたものに限って列挙する。
2012年６月22日宮崎県立福島高等学校
９月29日宮崎県立宮崎大宮高等学校
12月11」宮崎県立１１南高等学校
2013年６月１５日鹿児島県立鹿屋高等学校
６月2211宮|崎県立小林高等学校
７月１３日宮崎県立日南高等学校
2014年５月31日宮崎県立宮崎北高等学校
９月19日宮崎県立宮|||奇lfLi高等学校
９月20日宮崎県立高鍋高等学校
１０月24日宮崎県立福島高等学校
（２）浜田経雄監修「できますか？小学校で習った社会科』制
作委員会編集「できますか？小学校で習った社会科」
サンリオ２０１２年pp97-118
（３）２０１７年２月１４日に公表された小学校学習指導要領改訂
案では、取り上げるべきとされる人物それ自体には変更が
ないものの、「聖徳太子」は「聖徳太子（厩戸王）」（中
学校では、逆に「厩戸王（聖徳太子)｣)、「歌川（安藤）
広重」は「歌川広重」と表記されていた。１５日の朝日新
聞では、その理由が、「文科省によると、正しくは「厩戸
王」で、没後100年くらい後の書物で「聖徳太子」と紹介
された」ため（しかし「人物を'''心に学ぶ小学校ではよく
知られた「聖徳太子」」の方を、「中学校では正式名を先
に出した｣)、「『安藤」は本名だが、浮世絵師としては「歌
川広重」を名乗ったため」、と報じられている。しかし
２０１７年版小学校学習指導要髄では、「聖徳太子」の方は、
結局元通りの表現に戻っている。３月２０日の朝日新聞で
は、その経緯について、次のように報じられている。
文科省は１５日まで、改訂案についてパブリックコ
オープンキャンパス模擬授業としての高校生向け教育学入門講義の試行的実践（助川）
一ハＬハ
メントで意見を募ったが、特に不評だったのが聖徳太
子の表記。改訂案では、小学校で「聖徳太子（厩戸
王）」、１１１学校は「厩戸王（聖徳太子）」としていた。
学会などの歴史研究を踏まえたもので、小学校ではよ
く知られた「聖徳太子」を、中学校では史実を重視し
て「厩戸王」を前に出した。ところが、「小中で表記
が異なると教えづらい」といった声が相次ぎ、国会で
も「連続性がなければいけない」「歴史に対する冒涜
だ」と批判された。
このため、文科省は小中とも「聖徳太子」に戻し、
中学の指導要領では「古事記や日本書紀で「厩戸皇
子」などと表記され、後に『聖徳太子」と称されるよ
うになったことに触れる」と加えることにした。
「大学生・高校生の地理認識の調査報告」（http://www・
ajgorjp/chirikyouiku20080319pdf、2017年３月１５日接
続確認）
2008年５月１３日に宮崎県では、地理的認知度が低いと
いうピンチ（日本地理学会の調査に加えて、同じく「日本
の白地図に各都道府県名を当てはめる問題」を用いて「財
lTl法人総合初等教育研究所（岐阜県）が2007年２～３月、
北海道から九州までの２１都道府県の５，６年生3962人
（23小学校）を対象に行った調査」でも、「宮崎の正答
率は４６９％で全国最下位」だった）を逆手にとって、日
本地図上で県の位置を指し示したイラストと「宮崎はココ
やが！」という吹き出しをバックプリントしたＴシャツが、
県物産振興センターから売り出された。県庁隣のみやざき
物産館KONNEでは、用意した300枚が初曰わずか６時間
で完売し、月末まで入荷待ちとなるなど、県内外の幅広い
客層から思わぬ人気を博した。以上、１８日の宮崎日Ｒ新
聞と当時宮崎県民だった筆者自身の見聞による。
文部科学省教育課程課・幼児教育課編『別冊初等教育
資料」２月号臨時増刊（通巻950号）東洋館出版社
オープンキャンパス模擬授業としての高校生向け教育学入門講義の試行的実践（助川）
(４）
(５）
六
七
(６）
２０１７年２月ｐ１２７．
（７）｜司上ｐｌＯ．（｢今回の改訂は、学びの質と量を重視するも
のであり、学習内容の削減を行うことは適当ではない｣｡）
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闇2009年ｐｐｌ－８
『教育学をつかむ」(８）
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